
Title 工業化と国際関係の変容
Sub Title Industrialization and changes in Australian international economic relations
Author 琴野, 孝

Publisher 慶應義塾経済学会
Publication year 1971

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.64, No.8 (1971. 8) ,p.554(40)- 566(52) 
JaLC DOI 10.14991/001.19710801-0040
Abstract
Notes 高村象平教授退任記念特集号

論説
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19710801-

0040

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


;'1 工業化と国際関係の変容

琴 野 孝
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/V国際経済の成立と展開

オーストラP アの工業化

オーストラリアの工業化と国際経済関係

( 1 ) 国 際 経 済 の 成 立 と 展 開

( 1)
ウイリアム• アシュワースをひきあいに出すまでもなくト19世紀の世界経済には2 つの型の経済

変化が認められる。すなわち, intensiveな諸変化とextensiveなそれであり,，前者が西欧（並びに

セの分身たるァメリカ合衆国) の産業革命に具現された諸変化であるとするならば,後者ゆその必然

的展開たる西欧経済活動の非ヨーロッパ世界への貫徹である。/その結果もたらされた世界経済の変

容は，西欧エぎ主導の経済発展を推進すタことを通じて，産業革命以前とは全く異質の国際経済闕

係 を I *"?の体制として雜立させたことに認められる。かかる世界経済の体制をこ こ で 「国際経済J

(international economy)と呼ぶが，そこでいう internationalは, 'between na tio n s ,という文字通り

の意味ではなく，また， アシュワースが前掲書の序文で規定してい-る 如 .き common to many

nations’ という意味でもない。それは, 個別諸国民経済間の相互関連性（inter-relatedness) あるいは

相 互 依 存 （interdependence)を法則的に内蔵する世界経済の体制である。穀物法と航海条例の撤廃に

よりイギリスが自由貿易を本格的に推進することをもって開始された国際経済の展開は, 勿論，こ

んにちに至るまでいくつかの大きな変容を释験し，相互関連性ないし相冗依存の後退や消滅すら生

起した◊ 例えば, ニ大戦閩期，就中1930年代が前者の世界的規模での著例であることは，資本ない

し 労 働 力 （移民）の国際的移勘や国際資易などの諸統計が;^ 弁に物語っている(I!,社 会 主 義 国 の 出
* ' .

現により単一.世界市場が崩壊したのは後者の極端な例であるにしても，資本主義Ifl：界の内部にぉぃ

法（1 ) W. Ashworth, A Short History of the International Economy,1850-1950, 1952, Longmans.(尾上久雄，行沢伸 
三̂共訳*■国隨経济史J , 有斐IKD 

, 2) W. Woodruff, Impact of Western M&n, A Study of Europe’s Rolo in the World Economy, 1750-1960, Mac- 

mill叫 1966.各章末に収められてV、る豊富な統|械をみよ。
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てもその例は枚拳にいとまがない。 また：ひとしく国際経済の存在を確かめえても，第 次 大 軟 以  

前のそれが第二次：̂ 戦後の国際経済と構造的特質を異にしているめもわれわれの常識である。

19世紀中葉以降の国際経済形成期においては， I■世界の:C場」 となったィギリスを中心（centre)に, 

外 縁 （periphery)の一次産品生産地域と間の国際转済関係，あるいは縦断的関係が世界経済の構造 

的特質でもった6 西 欧 の ifttensiveな経済恋化を推進した機械技術が,陵海の交通輸送に応用さ 

れ，地球上の距離を短縮し，財貧並びに労働力り大陸内並びに大陸間移動の障害を物理的にも経済 

的にも除去していづた。例 克 ぱ ス エ ズ 運 河 の 開 邀 が ロ ン ド ン • ボンベイ間の跟離を41%節約し, 

帆船の蒸気船への駭換を決定的としたが, それが船舶用ま関の改良といまゃて* 船舶の大型‘ 高 

速化や長距離航続• 燃料消費減を実現した効用は, 19世紀末まやの30年間に世界め海上運賃指数を 

ユ/3だけ低下させた。鉄道が経濟活動領域を従来は接近困難とされていた内陰部に拡げ, そこでの生 

産物が世界市場に直結されをのを可能にしたことはいうまでもない6 このように距離が克服された 

ことは, 統一世界市場の形成や比較生産費の原則に導かI t た国際的分業が展開してゆく過程に重要 

なる役割を演じている。 こ の 「世 界 は 1 つJ になってゆく.過程で,中心と外縁との間に資本や労働 

力 の factor m igra titoが進展するし* 孩衛もまた海を渡って大陸間を相互交流した。

かかる資本• 労 働 力 * 技術の国際的移励を類望的に把握すると， {1} spontaneous (migration or 

diffusion), (2) imposed, (3) self-inducedの 3 つのバタ '-̂ ンに区別しうるであろう。 第 1 め類里は， 

典型的には，中心より白人定住地域の外縁に向う経済諸耍素の流れとその対流であり,恰かも水が 

高きより低きにっくが如ぐ, 利 率 . 賃 金 水 準 • 技術水準等々め格差が自然発生的に（もるぃは経済法 

則に従って）この赛動を実現させるものである。授受.双方の社会的同質性がその適程を円滑する。 

第 2 の類型が典型的にみちれるのは, 中心より非白人定住地域の外縁に向ってでもり，19世紀中葉 

以降の状態't?は, 受入れ側は人口稱密な地域であるめが通例であるから, 専門職以外め,単なる労働 

力としての移民り流れはない。社会的異質性のみならず, 政治的® 抗を姚除して,中ねの主導下に縦

的国際分業体制が確立されてゆく過程にみられる経済諸要素の国際的移動である，帝国主義の定 

義はともあれ, 「自由貿易の帝国主義J と呼ばれている段階からすでに資本や技術は外縁一次産品生 

産地域におし'^ けられ, 外縁社会の経済的変容が強制されていた。第 3 の類型は近代化ないし工業 

化を志向する外縁社会めイ二シァティヴによって経済諸要素の中心よりの導入をはがることから発 

生する# 動 で り ，明治の日本が技術• 制 度 • 思想の摂取をはかったのはその19# 紀における典型 

例である。 非白人社会のとの類里の:ifeて は （白本を除いて) , 第二次世界大戦後め民族主義的独]が 

盛況をみるまでは始んど失敗に終った。 しかし， アメリカを別としても，白人外縁社会め工業化に

工業化と国際関係の変容

注（3 ) 船腹適剰状態に略った今世紀初®にはさらに大幅fc低下し，スエズ開通時の半ぱ以下となった，世界貧易の主®:働脈 
たる大匹样航路の連賃低下率はもクと大幅で，嗓上運資低下とあいまって，シカゴ•.リヴァプール間小麦1 クォーター 

の迎货は1868—79の118から1902^^の2s 10d となゥた。特殊，専用船出現の効果は，かかる速賃低下以上に，商品輪 

, 送の自然的障害を除去した* 赤道を越えた南半球での★铁3生産展開を想起されたい0
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工業化と国際関係め変容 ‘

よる経済的自立化が, IQOO年前後からは若千の国々にで日程に上ってきたのが注目される。が論, そ 

の際に実現する国際経済交流の類型は，第 1 のそれに第3 め 類 型 がsuper-impdsedされた形をとえ 

以上に示した国療経翁交流の類望的把握は主として19世紀の世界経済を念域において構成された 

ものでもり, 錯綜したとんにちの現象の傅々の, あるいは，厳密なる解釈には整合的でないことも 

あり免;よう。 しかし,少なくとも第一次大戦以前の国際経済関係を盤理するは有効なる類型であ 

る。' それはこの時代がイギリス主導の世界経済発展期であり， しかもそのイギリ；< の国際経済へめ 

介入のパターンが自らと非a — FIッパ大陸の外縁という織断的関係を顕著にしていたからである。 

例えぱ, イギリス海外投資の1913年末における地理的分布でわずか6 % 以下がg -  ロッパ内部にふ 

り向けられているに過ぎないのに対して， 投資額においてイギリスのなかぱ近 ぐの水準に達した 

クランスは輸出資本の2/3をヨ ーロッパに， 同 じ く 1/3近くに達してレ、たドイツほ1/2を主と'して 

中 • 東欧に輸出していた。 しかも仏独のそれは, お 中 心 • 工業と外縁.一次産業との経済的結合

を媒かする交流であったにしても，帝国主義段階に特徴的に非経済的者慮が経済交流の愉れを大幅
, ■

に 規 制 し 従 っ て と れ ら 2 国の対欧投資にはさきの3 類型では盤理しきれないさまざまな性格が複 

合していたのである。いな，19世紀の最後の1/4期になると中心が複数とな•るのに対応して，イギ 

リスま体の国際経済関係にも中心相互間の横断的関係が(殊に資易面で）顕著r 発現する。 しかし， 

これは20世紀にさらに継続して深化す‘.る現象であり,周知の如くパこんにちにおいては縦よりも横 

の経济関係が相対的に大きな比重を占めるに至っているが, 19世紀後半の世界経済展開を計量的に 

みる限り，大筋においては中心と外縁との関係に主導されていたといえよう。すなわち ,中 心 と 外  

縁との間の® 際経济交流を主軸として展開した第一次大戦前の世界経済発展は, 資 本 . 土 地 .労 働  

力など生産諸ま素の充用を世界的規模で再配分させ,単位当りの生産を中心においても外縁におい 

ても著しく上昇せしめて，世 界 の 農 • 工業生まを飛躍的に増大させだ。 これなくしては急膨張しつ ， 

つちった世界入口を， 消 費 水 準 （生活水単ではない)の全面的低下を伴わずして扶養なかったこ 

とはいうに及ばない。

ところで,この生産上昇に最も大き <：貢献した国際経済交流の類型は,前述した3 つのうちの第 

1 のものでもった。19世紀には，いまだ中心の資本や技術や労働力を甚だしく渴望している士地が 

非 3 — 口ッバ世界に広大に残存し, 9 - P タパがまらの手で果しうる役割が大きかった。それは社会 

や経済の構造に変本（たとえ部分的にあ）を必耍とし， 人口密度0 高い非白人定住地城との間の関係 

よりは遙かに効果的{̂1生まを拡;張しうる交流であった。当時の务件下において.は,'このような国際 

経済交流のもたらす成果を資易が集約的に表現していると考えることができるが,イギリスの相手 

国训貧息統計で，対白人¥化地城賞残額が大幅に対非白人定住地域質易額を上回るという事樊によ 

っても，第 1類塑の優越性を確認しうを。第 1 次大戦後の世界ではヨー'ロッパに残された余地が厳

法（4 ) 差まり, Woodruff, ibid,. Chap, VII, 'The Changing Pattern of Tirado, の章末に収められズいる諸.まを参照された!i、

■— - 42 ( j 5 6 6 )  ‘~~~~

しく制約されてきたのと対照的である◊ それは単に妙味ある姐女地が、まや残って い な か た と い  

うだけでなく，外縁の構造変革が進行したからである6 

貿暴が国際経済交流の成果を集約的に表現しているということは, , 同時fc, 贸息主導の国民経済 

発展が行なわれた段階であるということを意味する。それは* 日本め如き例外があるにしても,第 

二次大戦後の貿易が国民経済発展の副産物た‘るの地位に墜する傾向め認められるのと対照的である。 

金本位制という相対的に安定した共通尺度を基礎として， 円精なる多角決済方式がま遍していた第 

1次大戦前の国際経済環境では，国民経済め政策はいわば外向的であづた。第 1 次大戦後の諸条件 

はこの外向性に修正を余儀なくさせ, 恐慌後の30年代は世界をいくつかのプロックに分断した力V 

第 2 次大戦後の世界では国民経済め基調政策は内向的となっている。ともあれ, 19世紀の質#主導の 

国民経済寒展は, その結果として国際的分業と個別的ま民経済間の相互関連性•相互依存を深化さを 

つ'^ ,効率的に世界の農工生産を増大させた。をの過程における金本位制の補助的役割は甚だ大きい。

19世紀後半に成熟した古典的国際経済は, 今世紀に入ってからの2 度の大戦，社会主義や民族主 

義国家の拾頭などという非経済的契機によっても，大恐慌の如き劇的な経清的契機によっても大幅 

な構造転換を余儀なくされたが, より緩^慢に作用する工業化の世界的規模での披延によ力て漆ぐ根 

底から変革を蒙りつつある。以下には， 1個別国民経済を選んで' , その国の工業化が，上述した国

際経済とのコンテクストにおいて，. いかなる® 際経済関係上の変容をもたらしたかを検討しよう。
, . . . . . . . . . . .

( 2 ) オ ー ス ト ラ リ ア の 工 業 化
' ■ . , ■' . . . .  ■：.

( 5 )

ここでは，{3)の叙述に必要な限りにおいてオーストラリアの工業化について関説するに留めたい。 
• ( 6 )  .

オーストラUアの近代化は185り年代に始まふが，後に述べる如く，工業化は19加年代に開始され

たとみるのが妥当であろう。 この点で，近代化と工業化の間に70年間の時間的ずれのあるととを法

目されたい& こ の70年間のオーストラリアは，政治的局面の近代化（流刑植民地体制破棄,’ 植[民地ま

治の獲得と民主的諸制度の早熟的確立，速邦化による相対的独立性の?i 保）に併行しセ， 経済的局®にお

いヤレよ逆に外縁一次産品生産地帯としての中心への経済的従属が深化した。 この両局面の相反現象

は, 1890年代の恐慌 • 長期不況期に矛盾を露呈した。すなわち，政治的近代化を推進U た勢力は，

工業化と国際関係の変容

注（' 5 ) オ•-ス.トラリアの工業化に関しては差当り以下を'参照されたい, ’ F. G. Davidson, The Industrialization of 

Australia, Melb, U.P., 1957. (rev. ed.. 1969)：C. Forster, Industrial Development in Australia, 1920-1930, A.N.U.P.,

1964. ： A.Hunter (ed.), The Economic* of Australian Industry, Studies in Environment and Structure, Melb. U.P., 

1963,:拙稿, rオー;Vトラリプ型エ衆化の起顏j (大塚久雄はか编，《■資本主義の形成と発展J , ま大出版会, 1968；所収）: 

同，r工業化開始期におけるオーストラリアの社会経済的諸条件J , (ドオーストラリア経游の生成過程』，アジア経済研 

究所，1971律, 所t o 。 さらに，：C業化進腰期の社全的. 経済的諸条件を概観したもめとして, 拙搞/『オーストラ 
リアの社会J , 1969並びに•*オーストラリアの'i：傾力と術J 1970,(いずれもアジア経.済研ホ所)，

( 6 ) 拙稿r移民労働者とオオストラリアの近代化J (小松芳命教技遺磨記,会説文ill, **近代化と：!：業化J, 条書店，1968.

■ 所収h  *
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ても同様'セああ。 ところで, 平等主義カ';保護^ 说を要求した最初の事例は,1866^!^のヴィクトリア 

植民地における繊維およが皮革製品に対する課税に;^められるが，，およそ19世紀における関税保護 

の工業亮展ぺめ効果は乏しかづたといわれている。 し力、し,公共投資や経依成長への関税収入の効 

拓は疑問の合111!なきところであって，自Eh貿易を固執するゴュー ’ サ *>ス . ウェ广ルズ植民地をよ 

そに，関说導入に踏切る植民地があいついだ。制憲論議においては保護関税派が辛うじて勝利を収 

めたが, 迪 邦 !^足 時 の ‘revemie tariff*は早ぐも1908年の改正で保護関税への変質を遂け工業化 

め横杆たるの地歩が定置された0 ただ窗:意すべきは，世紀末から抬頭し:feC、わ ゆ る 「新保護主義J 

は19世紀の保護生義と異なり, '単に産業貿易上の保護主まではない。それは階級間利害対立の平等 

主義的調整の上にたつ保護主義であり，igO6年の物品税法がrevenue ta r iffの補完的探:護政策とし 

て登場したときに，そ め 適 用 が r公正にして妥当なる貧金を支給する企業」に限定されデこ如く，常 

に労 働 保 護 （1920年代以降は農業保護をも）などを伴 って恩恵の均衡をはかっていることである。 

. 保護関税の工業発M への効果は緩慢ながら着実に根をおろしつウもづたが，いまだ工業化への離 

陸に結実するには握遠い段階で第1 次大戦に突入した。戦争が工業化の世界的規模での歡散を促し 

た過程について寶言を費す必要はない。ただ，多くの国でそれが戦後への持続性をもたぬまやかし 

の工業化であった如くV 戦時に新規発足した殆んどのオーストラリア工業は, 国際競争め®復とと 

もにその存統'さえもが;ffeぶまれた。 しかレ，連邦化に経済自立工業化の夢を寄託したオーストラ 

リアでは, すでにスチ一ジゆ準偷されセいた。戦争がi幸運にも与えてくれた工業をこめステ一ジで 

操る人形つかいのみが必要であり，被は必要に応じて戦時と同様の諸条件を:t 業に保証すべき任務 

を貧う。 1920^jの関税全商的改訂に続いて， 翌年設僮された関税委員会(Tariff Board)が申すまで 

もなくこの役柄を引受けV■こ0 であ0 た。 *

かくて堯足L たオーストラリアの工業化過程Vとついては,国際経済関係の変容を論ずる次項で関

説するのが妥当である。ただ， ここで若干指摘しておぐことは，上述の如き経過を経て発足したエ
(11)

業化が凝固させていったオーストラリア工業の構造的特質についてである。それは第1 に，国内市 

場志向型の工業であり，輸出工業へと推艇してゆく内在力に甚だ欠けている点である。輸入代替の 

成果は顕著に認められるが, 工業化開始後40年を経た1%0年代初期においてすら工業製品cp総輸出 

に占,める比率は12% (1960/1-63/4)であるこ過ぎない。 この点は次頂' 論されよう。绝 2 に，キ 

イ部門における寡占ま:配が高度に進んでいる点である。たとえ国際的にみても高い所得水準を維 

持してきたとはいえ，何分ま少人口国で左）り，市場親摸の制約は避けられない不利益であった。 し 

か,もこの小さな市場が，地理的に6 首都を中心とする市場圏に分断されている。技術水準の高い段 

階で工業化が開始され,規模の利益が無視しえない状態で輸入品との競合を行なわねぱならないと

. 工業化と国際関係の変容

法（9) W.A. Sinclair. ‘The Tariff and Manufacturing Employment ih Victoria*. ISconomic Record, May, 1935,

(10) do, ^The Tariff and Economic Growth in Pre-Federatidn VictOx*ia*, Kconomic Record, March, 1971.

( 1 1 ) ^ しくは，拙稿，な業化開始期にjo‘けるオ"ストラリアの社会済的諸条仲_f (前揭〉を参照されたい
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イギリス産業資本—地 場 實 易 . 海運資本—土地独占農牧業者の支配系列に対抗する植民维ナシ过ナ 

リズムでもり， その構成はプチ . プル的地場商工業者と労働貴族的都市大衆の連合であった。1880 

年代に急上样した資本流入は，輸出農牧業の多角的発展を伴って支配系列の地旗を国めたが，投資 

の過熱，輸出産品国際価格低落，長 期 （I895〜igo2) 干ぱつなどの悪条件がかさなりあい , 総資本对 

総労働という形の初の全国（州際) ストに労働陣営が述続敗北を喫したあと，陰 读 な90年代め低迷 

が続いた。30%に近い失寒率や大幅賞下げはただに労働者階級の悲運であったぱかりでなく , : 需要 

は縮小し’ 景気沈滞の影響を商工業者がもろに蒙るのを避けうべくもなかった。市民は窮状れ開に 

無力な植民地政治に眼を向け， ‘ロンドンに制約される自治の限界を知り， 自らの政麻の出現を6 州 

植民地の連邦化に求めて新たな政治権力に市民のための政治を期待したぃ労働党の結成と都市小 

市民を基盤とする保守左派との同盟がル " ズながらも出現した:のは当然の成行きであり, 経清的自 

立と市民生活保護の優先が社会の良識とじて彼らの政策基調とな力た。19世紀オース トラ リア社会 

の平等主義的体質が，1901年に発足した連邦の政策基調といかなるかかわりあいをもったかほ別稿 

において詳述したが, 平等主義は対外的には保護貿易と移民統制を必然的に伴い，対内的には経済活 

動に対する政府のある種の指導的役割と市民並びに労働者生活べの保障を要求する。連邦憲法がこ 

れらすべてを速弗政府権限として執行しうるような 形 で 制 定 し て い る （すなわち，州政府から権限の 

委譲を受けた) のは， 制憲会議が抽象的に中央政府の位置づけを討議したのではなく， 90年代末期 

の良調派政策論をふまえて論議が展開されたことを反映するものである。勿論，制憲会議において 

も旧支配系列• 自由貿易派の強硬な反対があった如 く ，連邦発足後もナショナリズム的保護主義が 

妨害もなく貫徹したわけでない。 しかしこの国の階級構成は小市民. 労働連合に概ね有利で，保護 

主義的発展コースをこの国に選択せしめた。 さきの国際経済開係の3 類型に即していえぱ， この選 

択こそがI 9世紀オーストラリア経済を育んだ第1類型の制禦と, 目的意識的な第3 類型の設定を牌

なうものでもつた。 •

オーストラリア出身の経済史家キース. ハンコックま は ，かvpて， ロソドンにおいて,オース 

トラリアの保護主義は理論や政策ではなく1種のドグマであると述べたが，.こんにちでは保護主義 

は平等主義(EgalitoHanism)とともにオーストラリア人の'隋性的信仰に堕し,これらが過去に築いた 

揮‘制度や政策休系は形骸化している。例えば強制仲栽制度が! 970年代の労使関係，特に賞金決足に 

甚だしく不適切となっているにもかかわらず，これへの信-奉は労使ともに極めて厚く，容易に制腔 

の改本が獎現する見通しはない。斬 f は経済的自立*">工業化という選択め産物たる関税制度におい

注（7 ) その起源に関しては，高村象平*■资ネ主義の歴史的問題』 文觉, 1948.の r第七豪州士地制度の変遭J 参照。
(8) オーストラリア社会保障の一考察J (13本ク博&協会雑誌，89号，1966) : r乎等生殺と世界資本主義_ ^ オ„スト 

ラ’リア強制仲故制度の起源J ,(社会條済Ml学，35卷3号，1969) : rオーストラリアの貧么决定機構一一•⑩制沖栽制Lfrの 
役割J 大な:州経めザ-報J 第1集，1970)。
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すれぱ，この困難を党服する道は小企業乱立の不利益を回避するととである。 B H P  (製鉄)，e S
. (12)

R (製精枝) の如き1社独占の例も少なくないが， 1 州 市 場1 工場型の生産集中が極めて多い。前記

2 社の如きはコングロマリットへと進展し，ただにオーストラリア経済の戦略的領域を支與してい

るのみならず，をこに国家権力との明白な利害癒着状態が存在している。 しかも，工業化の初期段

購から急速に独占形成への傾斜が進行したが，その過程で政府の政策的指導や制度的強制すら働い

た ^；とを付言してお< 。従って , オーストラリアエ寒の構造的特質の第3 番目に,工業化における

政府0 積極的な役割を指摘しうる。 「優等生を選んで，それにキャリア一を保証するJ 関税委員会

の政策は，税率の定め方いかんで第2 位以下の金業を任意のところまで下から順次に陶汰しうると

極言しても差支えないであろう。ま実，関税委員会はときには極めて冷酷に弱小企業を切捨てたの

であり，選 択 的 保 護 を 行 っ て き たV さらに付言■しておくことは，保摩が工業化の過舉的手段であ

ったのではなく，また工業の成熟とともに保護の適用が停止されるのでもなく，政府保護め永続を

前提として工業が存立しているとう点である。力、かる寡占と保護の普遍は企業競争を微弱にし益

々輸出志向型工業への脱皮を困離にしている。最後に，国際独占資本-の 渗 透 の 深 さ が 指 さ れ る '

力;，工業のキイ部門のみならず, 最近は主要鉱業諸部門においても顕著である。

植民地経済の規模拡大，経済社会の成熟が外縁一次産業経済のなかにも自らなる工業の展開をみ

るのは当然のととである。 ゴールド . ラッシれ以後の人口増はもる糧の最終消費財工業（被服*靴 .

皮製品など）の出現を促し， 農牧業の発展と多角化は農機具•農場設備に関連する金属加工業と製

粉 • 製糖などの農産品加工輸出型工業を定着させた。都 市 . 港 湾 • 鉄道などの建設に関速する需要

の相当部分が，運貧コストを節約.しうる現地生産によって賄われたことはいうまでもない。 しかし，

これらは飽くまでも植民地型の工業であって，中心からの輸入の補完物であったに過ぎない。工業

化政策は，比較生産費の原則を無視して，植民地の工業を中心の工業の補完物から代替物へとエス
(13)

力レートすることを以てはじまる。

工業化と国際関係の変容

黎ル.'、-

法(1 2 )集中の実態につぃては差当り以下を参照さ.れたい0 E.L. Wheelwright, Anatomy of Australian Manufacturing 

Industry, Law Book Co., 1967. ； P. H. Karmel and M. Brunt. The Structure Of the Australian Economy, Cheshire, 

1962. ; Pat Brown and Helen Hughes, 'The Market Structure of Australian Manufacturing Induatry, 1914 to 

’ 1953，4’，in C. Forster (ed.) Australian Economic Development in the 20th Century, A.N.U.P,, 1 9 7 1 .:Kyoko 

Sheridan, *An Estimate of the Business Concentration of Australian Manufacturing Industries,, Economic Eecord, 

March, 1968’ ：大杉一雄, サ一ストラリアの企業集団』， アジア経済研究所，1971.：傳m功，ゾコロ ニアル精糖会社 
の発展過程J (大fポ州経済ギ報繁1ife所収）：石垣信浩，rオーストラリア鉄鋼業の確☆過程J (fオーストラリア経済の 
« 過程•(所収)*

(13〉 コリン. クラークによると，1011〜13年におぃて輪入品は国内エ榮製品需要の43%を供給してぃた，(C. Clark, The 

Conditions of Economic Progress, 2nd ed.； 1951,p, 361)。 池fB傲氏によると，輪人稱成に占める消则Ifの比31は 
I873平におぃて65 %, W 坪に50 % ,中問財はこの两時点でそれぞれ24%と 従 っ て 資 本 財 は 11%と20 

るぐそして，ISOÔ p代中期に輪入挑成に占める消費財と中問財の相対的地位は逆転するとぃう， （池問誠， rオースト 
ラリアにおけるもを入代替と输入構成の変イ匕J 《/ オーストラリアね̂済の生成過程J 所収〉，

~~— 46(660) ■—~~

( 3 ) オ ー ス ト ラ リ ア の 工 業 化 と 国 際 経 済 関 係 V

前項では政治や社会の構造との関連でオ*~ストラリブの :r 業化について論じたのであるが , とこ

では計量的素材に基礎をおいて工業化と国際経済関係との関速を検討じ/ ぎ。 ,：

オーストラリアの如き植民地型国民経済の経済発展が，財貨 , サーヴィス，資本, 労 働 力 ,技 術

などの国際交流の量と性質に大きく左右ざれることはいうまでもない。生産桂動に参与する資減は ,

労働力および資本の海外からの流入に大幅に親制されるし,所得や消費水準のま動は貿爲の動向と

密接に関連している。国際交流ゆまた，所与め国内資源の用途転換を助け;生産活動の上昇と国内

市場の発達を促進した。 と同時に国民經済の輪出への依存度は極めて高い。以下に,工業化開始期

(1920年代〉の前後に数十年の崎をとって，工業化をはさむこ.の時期め对外収引の变化を概観しよ。

まず商品貿易であるが ’ 輸 出 •輸 入 と も に 概 ね あ い た ず さ え て 変 動 し て い る 。 1900年から1920年

代中期までの期間と/ 第:i 次大戦以後は上昇期であり，前者の期間に貿易額が3 倍増を越える急’上

昇を示すが，後者においてはそれと比較にならぬ程早いテンポで貿易は成長した。20年代中期から

4啤代中期にかけて期間は貿易の停滞または収縮期で , 特に大恐慌から第2 次大戦終結にS る期

間は輸出に比して遙かに大きな輸入の落ち込みが認められる。貿易収まは概ね黒字や,上記大恐慌

後は大幅黑字でもるが，20年代後半には赤字に転落しているこどが注目される。 これは工業化の開

始が輸入を高水準に吊りあげたときに，恐慌の前兆ともみられる"^次産品輸出の伸ひ'悩みが現われ

たためであろう。第 2 次大戦後は完全雇用と工業化加速期の支出膨腹が重なって， ときに資易収支

の赤字を示す年もあるが，椒わ堅調を維持している。 ’ ： '

池間氏は上記の期間の輸入比率（輸入額/ G N P ) を算出しているが， これを5期 (1870-1900,

1901-1913, !920V  1930 V 第 2 次大戦後) :に分けて表示されたところによると， 時 価 （およびI92d/

21-1924/25 の固定価格）でそれぞれ , 2 0 ‘ 2 (22. 8), 21.4 (25. 6), 21.9 (24. 6 ) , 1 6 .  5 (18. 7 ) , 1 8 .  3

(1も2) である,。工業化の開始が輸入比率を上昇させ，工業化の進展が輸入比率を低下させてゆく傾

向が概ね明らかである9 同氏はさらに,輸入の所得係数と輸入需要の平均所得弾力性お算出されて

いる力S その数字は ‘ 層明快に工業化と輸入との間の上記の相関関係を衷明している。

注. (14) iH 要参考文献のみを以下に列举しておく，； ん Industrial. Growth and "Vlî a'ld Trade/.G.ILR, 1063. J
W. K. Hancock. Survey of British Commonwealth Affairs, Vol.II, Problem of Economic PQlicy, 1918—1939, Part 

1 ,O.U.P., 1940. ： N, G. Butlin, Australian Doiheatic Product, Investment and Foreign Borrowing, 1869—1938/

’ 39, C.U.P.. 1963. : C. Forster, Industrial Development, i The Report of the Committee of Economic Enquiry 

(Vernon Report), 2 Vols., Commonwealth Of Australia, 1965. : N. Cain； *Traile and Ecdnortic Structui-o at 

the Periphery, The' Austfo,lidn Balance of Payments, 1890一1965,in C. Forster (ed.), Australian EJticononiic 

Development,: B. Boehin, Twentieth Century Economic Doyelopnient in Australia, Longman, 1971.;池間誠， 
前掲論文* 因みに，池fUj論文は-維者がA N U に提出された；ph D 論 文 (Import Dependence in the Australian 
Economy)の第2 および策g 章に甚づいて，邦文で執藥されたものである， ' '

《15) Cain, op. cit., p‘ 75* C(mrレを1 .Balance of Payments Components, 1891 to 1963—64,参照,

— ■— 47 (.501') ----
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翻って資易外収支の長期倾向をみると，1900年から収支の乖離が始まり，第 1 次大戦勃発期に向 

って赤字幅が魚増したのち, 大恐慌以後資易外収入が横道いから急上昇に転じ，赤字幅が縮少に向 

ゥた。1945年に収支均衡したが，それ以後再び両者の縮離がはじまって，一定水準の赤字幅に固定 

している。 この変動には産金国としての特殊事情も関連するが，恐 慌 • 長 期 不 況 期 《金;(®格の相対的 

有禾U性のために産金量急増, 輸出減を償うため金輸出も増大する）や 第2 次大 戦 期 (速合軍め国内支出力；加:^ 

る）を除いた工業化の時代は資具外収支の恒常的大幅'ホ字が顕きである。 ただ，大恐慌以前の工業 

化前期並びに工業化開始期においては，資易外収入の停滞と貿易外支出の急増という型でM者の祸 

離は拡大するが，第 2 次大戦後はオ—ストラリア経済の成熟を反映して，を輸出力;著しく比重を減 

じたにもかかわらず，50年代以降の雨者は一定の格差を保ちつつ併行(％に上昇している。：

経常勘定の収支は原則として赤字であり,オーストラリアが資本勘定の純輸入国であるのを示し 

ているが, ただ経常勘定は1890年代前半並びに1930年代前半の恐慌期，第 2 次大戦末期の国際経漆 

関係が正常に後能しなかった時代と，利子率の格差が累計2730方ポンドの民間資本純流出を招いた 

1904—11年の例外期において黒字となっている。なお，資本純流入額の変動は，純務入民数の変化 

と平行することが注目される。 ‘

貿易の商品別構成に閱してば，輸出に占める主要輸出農牧産品の比重が:C業化の前後を通じてま 

化しない。ただ, 1880年代末で輸出の7 割を占めた羊毛が第1 次大戦前には4 割を下0 り，小麦, 

食肉，皮革，酪農製品などと多様化され，1920年代からぱ大麦，燕麦, 砂糖，集実も主要輸出産品 

に仲間入りする。 これら主要産品のみで1960年代中期に至るまで総輸出の74%から86%を占め，地 

下資源プームが開花し，羊毛の斜陽化が決定的となった60年代末期に総、輸 出 め 2/3へと急落する。 

工業化時代の輸入能力を維持してきたのはこれら農村輸出産業であり，あるいは最近にわかに脚光 

を浴びてきた地下資源であって, 一次産品輸出に基礎を.おいた工業化といいうる。他方，工業製品 

の輸出は第1 次大戦までは皆無にひとしく , 1960年代初期においても12% に過ぎない。 しがもニュ 

一ジーランドやバプア，ニューギニアなどオーストラリアの外縁地域がその相当就分を古め，先進 

工業® への輸出は極限されている。輸入構成はこの間に大幅な変化を示した。1870年代に総輸入の 

2/3を占めた消費財は,先にも述べた如く , 池間氏の計算によるとig io年 代 に 40%程度に低卞して, 

魚上昇しつつあった中間財に首位を譲り, 30年代中期には20%を下回る水準で，漸く上界傾向を迪 

りはじチた資ネ財にも追い抜かれた。第 2 次大戦後はホ問財の比重がいまだ極めて高いが，資本財 

も上界しつつあり，工業化の加速と成熟はやがて中間財と資本財の地位の逆転を予想せしめる。同 

様に各財市場における輪入の市場占拠率につ い て も 工業化の効果が明白で，消費財市場における輸 

入の市場占抛率はm o 年代がら六幅に低下したのに反して，資本財市場のそれは大恐慌期の鋭い落 

込みを除いて，20年代以後弓I続き上昇気味であることが池間氏によって示されでいる。

資易の地域別構成においても, 既にI 9世紀末の世界海運の発達,その給果たる世界各地との直行

一一~~ 43 (S6>2) 一一一

工業化と国際関係の变密

航路開設がオーストラリア貧易におるイギリスの独占的地ぼを低T させていたが,工業化開始期 

の1920年代には, 対英輸出のジ:Cア一他卞よりは早い'テンポで英まからの輸入めシアが低下し英 

帝国特恵関税の存在にもかかわらず, 工業化は輸入面けなわち工業製品)での対英依存度の減少を 

もたらしている。 これには，英国工業力の相対的地位低下や戦前比価での金本位制復帰も'その理由 

に者えられるが,、數 鉄 . 自動車 • 電 力 • 車 輔 • 機械類など，工業化の進行した'嶺域でアメリカ資本 

の流入が開始しだか，あるいはT メリカからの供給に依存する機械設備が増大したことにもよる。 

オッタク体制下の30年代に対英貧易のシょプ低下が阻止されナこのは当然である力'、，輪出における 

イギリスのシュア" はむしろ上昇に転じ, 殊に，羊毛や小麦と異なって,英市場が決定的な役割 

を占める肉類や醋.農製品に英国市場が保証されたことは/ この体制め大きな恩恵で‘あった。封英ー 

次産品:輸出に基礎をおく工業化の論理が崩壤しはじめるのは，イギリスのE E C 加盟が日程に上っ 

セからである。 レカ、し，第 2 次大^^後はす '̂ ^に対英輸出の比董め継統的低卞傾向が明白で，戦前の 

55%から, 60年代前期の20%弱への#、降下の過程で, 西欧譜国， 日本,アジアへと輸出市場多角化 

が進み，60年代後半にはかつての英国の地位を日本が代替したのは周知の如くでも(る。輸出に比べ 

ると，第 2 次大戦後の輸入の地域別構成の変化はやや緩慢であるが，ここでも米H 資本流入の必然 

的結果として60年代後半にすでにアメリ力が，そして70年代には日本もイギリスを凌駕するととが 

予想される。 こめように，貿き面に現われたオ' " ストラリアの:I；業化は，外まとしての経済的利点 

を極力利用し)i がら，一次産品輸出で工業化に必妻な中間財並びに資本財輪入を賄ってきた。いま 

だ輸入に占ある中間財ほ率の優位は:r 業化の未成熱を思わせえ力' ; , E E C 問題によって早熟的に現 

象したとはいえ，中 心 . 外縁の単純なる国際経済的結合が消滅しで経済ま立化を達成しつつおる0  

が工業化の成果とL て評価しうる。但しその工業化が輸出工業へと成育するモメンタムに著しく 

欠けるところに現段階におけるさまざまな問題が生起する。関税委員会や強制仲裁制度の再検討が 

60年代後半に論議の的'となったのは, 国際競争力をもたぬ工業の体質改言に結びついていた。農 * 

エ製品交易条件の悪化のみでなく，化繊輯合で決定的な斜陽にいまや突入した羊毛と,世界的過鄉 

生産が深ま!)となっている小爱とをステ一プルとする農牧業は，？0年代を迎えて輸入能力への貢献を 

大幅に殺減しつつある。かって1890年代や1930年代の恐慌からの回復に金が国際収支嫌持の救、の 

神であった如く，いまや信じ難いはど連続する地下資源の発鬼がオーメ'トラリア経済を破線から守 

っている。Lucky Countryたる所以である。 農産物輸出市場の構造的較換， 鉱産物輸出比重の增 

大という変化のなかで,工業化が賀易面やいかなるパターンの国際経清関係を形成してゆくでもろ 

うかt 複雑化はしょうが単なる中心. 外縁関係の再現か'/あるいは新たなる形態め国際分業体制

工業化と国際関係の変容

注(16) P. Drysdale, 'Japan and Australia, the. Prospect for Cloaef Economic Integration',(世界経済評論，.1968 年12 

月号〉6 拙稿，r日豪閲係の現段階J (アジア，197啤 6月号)。
( 1 7 )オ"ストラリアり社会に’ンュカルで鋭V、分析を行なって, ペスト. .toラ*^とな0た普書の題名。 (Donald Homo, 

The Lucky Counti*y. Austfalla in the Sijttiejj, Pertguin Books, 1966.)
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力、。 これは今後の国際政治経济の力学によって制約されることはいうまでもなぃが ，それよりも， 

かつT 迹邦発足期に保護主義を積杆とする経済自立►工業化の選択をこの国民が行なった如く，と 

こ で 再 び luckinessにそのまま安住するか，保護主義の修:E に英断をふるうかの間題にかかってい 

ると考えられ，経博よりも国内政治の選択に属する問題であ(1| 。

次にわれわれの問題にする時代の資本取引面を簡単に検討しておこう。 オーストラリアが原則と 

して資本輸入H でもることはいうまでもないが，外資への依存が減ずる趨勢にることも明らかで 

もる。第一次大戦以前の国際資本移動は一般に政府僮，民間間接投資,直接投資とぃう歴史的順序 

で投資形態の変遷が進む傾向にあったが，19世紀末までのオーストラリプでは民間資本流入が増大 

しつつあったとはぃえ, 資本取引 {̂ 1おける政府部門の比重はぃまだ遙かに大きかった。 そ の う え 

1890年代の恐慌 . 長期千ぱ期には民間資本流入が停止した。資本勘定の収支はこの90年代から大 

恐慌までの間, 政府部門が純流入となり，それ以後概して純流出となってぃるのに対して，民間部 

門は多少複雑な動きを迪ってぃる。1893年の恐慌後英国資本の引上げが開始し金その他の鉱山へ 

の新規流入額を上回って純流出となったが，干ぱつが終ってからもこの現象は継続した。 さまざま 

な事倩がこの原因に考えられるが, 中 心 . 外縁関係の矛盾増大に伴なう投資魅力の減退->英国資本 

引上げがその主因でちるにしても，債務国たるオーストラリアにとってをi 恐 慌 • 不況期の割賦償遺 

並びに定率利子支仏が国民経済への重圧となる。従って，一方で政府債の围內発行への切替えに努 

力が向けられたとともに，他方市中利子♦社債利率の引下げが民間短期資本のロンドン市場への流 

出を増大させた。政府部門の純流入と民間部門の純流出とぃうパターンは第1 次大戦期にも再現す 

をが，ただこめ時期は両部門を通算して累計9670万ポンドの純流入であっナシ恐慌期と前記の1904 

年の例外を除ぃて対外資本収支が大幅純流入であっyi：：こと，殊に政府借款が相対的に大きかっ 

たことは, それが直接工業化を意因したものでなくとも，社会資本の充実を実現して次の時代のエ 

寒化展開をflJjけるところが大きかった。鉄 道 . 港湾 施 設 • 道路建設はぃう^ 及ばず，特に発送電設 

傭への政府投資はこの点で注目される。 ■'

工業化開始期には雖ぃ資金需要と直接投資が政府. 民間両部門とも資本勘定の純流入をもたらし 

28/9年度までの20 年代に累計3 億 1?00万ポンドの純流入額となった。 うちほぼ1/3弱が民間資本 

で , ケインはこれが粗民間資本形成の15%に当り，商工業における民間資本形成の外資比率を25% 

.と推算してぃる。勿論，工業化開始期を迎えて民間資本流入額が増大したのみならず，その形態， 

用途，供給源泉にも箸しぃ変化があった。19世紀の民間資本は定率利子取得を求める社債形態が支

注(I8〉 日本の如く, 守 . 取新の政権いかんで発展の：3 —スがシ£右されるのでなく，オ ー ス トラ リアにおいてはこの問題に 
関して保ホ. 労働のぃずれの政権もとの2つのうちぃずれかを選択しうる。とすると，国民は政権よりもむしろ政策を 
選ぶのでもり，現状では保護主義の修IEが極めt 困難に思われる，例えぱ，白豪主義の突質的破棄や，強制仲敦制度の 
改本に対する静かなる抵抗の强さを想起されたい。

(1 9 )フオースターは別の力法で製造工業に吸って外資比21;をはぱ1/7と推定し，しかもplough Ijackカ湘当部分を占 
ると考えてぃる。（Foreter, Industrial Development, P. 208),もっとも，工業部門別で大きな事情の相違力,、ある，

一.— ’ 50 (664)一—

' 工業化と国際関係の-変港
工業化と国際関係の変容

配的であった力V 20年代には株式に移行していったし（も力とも,この移行が完成したのは第2次大戦後)，

輸出農牧業から輸入代替工業並び{'こその関速部門へと投下鎮域のIK点が移り，先にも述べた如く，/

アメリカよりの流入が政府. 民間両部門ともに2 割の水準に連した。米国資本が直接投資の形でオ

一ストラリアの工業化に関-!？■してきたことは, 従来の対英技術結合の转統への造反であるが,資本

投下のなされなかった工業部門においてさえ技術(生産.経営雨技術とも)の対米依存が物的にを人的

にも出現した。 英米聞の技術水準格差が(特に耐久消費財および機械設備部門において)顯箸であったぐ

と，自然的• 社会経濟的諸条件はむしろ米国趣技術を適合的としていたことなどからし:t も，これ

は当然の成行きであった。 ここでも, 工業化が中心.外縁的結合に操を打込んだことが確認される。

1930年代には1890年代同様の現象が訪れ，資本流入は停止し，やがて回復を迎えても昔日の活況

をみるに至らなかった。恐慌は40年前と同様の重庄を国民経済に加え,政府債御賦償還並びに利子
(20)

の負担は国家^^政をさえ危うくした。 金産出量の増大と金輸出が危機の緩和に幾分役立ったが，, 

政府の外債に対する態度はこれを機会に著しく変化し再び多額の借款を試みることはな < ケった。

第 2 次大戦後の対外資本取引は再び純流入となっている力V、まや民間資本がJE倒的比重を占冷, 

50年代後期においてすらすでに7割を越えている。いうまでもなく，その® 成は長期資本•直捧投 

資が圧倒的で，戦後の工業化加速はこの民間資本流入に負うところ大であるが,最近は地下資源の 

開 発 • 加 工 • 輸出方式への資本流入も急増しっっある。 ，

国内資本形成における流入外資の比重は, われわれの問題と★る時期を通じて趨勢としては低下 

しつつある。にもかかわらず，経済成長あるいは工業化における外資の戦略的重要性をここに指摘 

しておかねぱならない。恰も18世紀末イギリス産業革命におけるオランダ資本の如く。現に , . 外 資 _ 

は常に経済成長や工業化のそれぞれの段階におけるキイ镇填に流入することにより，それらの過挥 

を効果的に推進する。勿論，ュニット当り資本の生産性は相対的に高い。殊に,オーストラリアの 

資本市場の特色として，産業資本形成のメカニズムは効率的でない。銀行並びI"こ保険会社は伝轉的 

に公社債, 不動産金融，消費贷借に弾い関心をもち，エ鉱業への長期資金® 付に最近(開発銀行設立 

により民間資金吸収の政策的指導がなされる）まで積極的ではなかった。 従 0 て, 計.量的な純流入網を 

上回る貢献を外資は工業化に対して果したとみて差支えない。 とはいえ, 工業化が®内資本形成に 

おける外資比率を低下させ，さらに对豪資本供給国の多様化を促したこともまぎれない事実でもる。

輸出量と交易条件は純資本流入量といまって輸入能力を決定する。オーストラリア経済の貿易 

依存度はわれわれの時期を通じて減じつつあるとはいえ，オーストラリアの如き構造の释博におい 

ては輸入能力が経済成長，ひいては工業化の決定的要素である。輸出量は,労働力媒摸ないし刻勤 

生産性, 投資および技術上の变化などによっモ媒制される力';,現実には経済発展の段階に応じてこ

注(20) ん G.L. Shaw, The Economic DoV6lopment of Australia, Longmans,1脚，pp. 160-2,.主立国ほ問題研究所, 

投井3£已はか訳，f国際投資論日本評論社，1970, 275真, ’
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1 转 地  
A g 主地をめぐる領主と王 
B 無主地の傅置

2 分与地 
A 分与地と領主規制 
B 分与地と領主規制の後退

3 世 襲 地 ，
A 世襲地に対する規制 
B 領主tこ対する反発

渡 边 國 廣

革命前のフランスでは，’士地について所有が発生する状祝の違いにより, 士地を， 自主地，分与 

地，世襲地に区別していた。 これらの所有者はそれぞれ，土地の所有ということについヤ安全を期 

するため，土地の収益から一部'をさき，彼の直接のふ級者である領主の保護を願う。 こうした配慮 

がまた，土地について所有をまっとうしようというための，前提ともなっていた。

近代的進化の方向を欠く時, 誰も化活のため，土地について所有を維持しなけれぱならない。彼 

ほ領主どかかわり合いを持つことで， 目的の達成を考えた。事实また彼が，領主に寄せる期待は大 

きかった。勢力者たる領主の保護を受けるという以上，その代償として,何らかの負担に応ずるこ 

とになろう。土地を所有する時，領主の保護に対する犧牲を計算にいれなければならなかった。 も 

はや絶対的な意味において所有を論ずることができない◊ 所有を続けるためん誰も'負担のことを考 

えていた。にもかかわら' 土地について所有という状況も持続で‘きた点， フランスの特徴でゥ 

た。領主の規制は，士地所有んら博を躯遂するまで徹底し得なかった。そして 1̂れと関速しては，

* 本稿は，私の当面の仕事，けランス；k地制庇史併究J の第1部 ris世紀プランスと士地所★©譜類型J の第1享の 

前平に相当。後半は，この雑誌の64巻12号に所収のはず。

( 1 ) alleu, flef, h6Htageに対しここではそれぞれ，自主地, 分与■地- 世襲地なる訳語を与えるととにした* ,

—— 53 (067 )---

れ ら 諸 要 素 が 継 起 的 に 農 牧 生 産 増 大 出 量 上 昇 の 主 役 と な っ た 。 しかし, 1920年代の工業化開 

始期にはとれら諸要素の投入とをの成果の|]|現 と の 間 の time-lagが経済成長を制約し， 第 2 次大 

戦後の工業化加速期には投資と技術革新が殆んどtime-lagを伴なうことなく輸入能力上昇の有力 

要因となった。本稿の対象とする時代を適じて交為条件の逆®/は激しいが，輸出の方向並びに構成 

の弾力性トヒ併行しでそれは変化している。かかる輸入能力が，どこi で工業化を推進して輸入代替 

を達成し^ かという点では, 1920年代にはその成果はいまだ極服され，30年代末に漸く代替の実績 

が現われはじめた。そして50年代以降ぱ輸入代替が益^ 広範な部門で進み， また資本• 技術構成の 

高度な工業でも着実な成果を収めている。

工業化に必要な追加的労働力の一部は国内から獲得されたが* 1め0 年代の工業化開始期には約 

10万人の労働力が農業部門から# 動じ，第 2 次大戦中はさらに大量の移動が進んだ。勿 論 ;労 働 力  

のより重要な供給源は移民であり，その経済的意義と効果は多面的であるが， ここでは詳述できな 

い。-ただ,既述の如き国際経済的譜条件下の工業化には際収支上のバラシスが重要な要件である 

から，国際収支維持のための竊牲が他に転嫁され, 輪入品への需要を暴カ的にそれへの支ゼ^能カに 

合致させることによりgeneral equilibriumを維持する。その著例が輸出価格暴落， 菌朦収支緊迫 

の恐慌期であり，賃金切下げ， 大 量 失 業 （1893年および1930/31年 は 、ずれも推定25—30% ) が現象す 

る し 工 業 化 開 始 期 の20年代においてすら，21年および26年以降の失業率が高いため, 平 均 5 % の 

高率である。1930年代前半に移民流入が実事上停止したのも当然であろう。 第 2 次 大 敝 後 は , 年  

間 8 〜10万人水準の純移入民を受入れながら完全雇用政策下の工業化が推進されているが， これが 

大適なく進行しているのは戦後期の交易条件上の優位と， それの1960年代における悪化とほぽ符 

合して始まる地下資源ブームである。なお, 工業化の進展はかって19世紀後半のアメリカでみられ 

る如き移民供給源の地理的移行を伴いっっあることを付言しておく。

最後に, われわれの時期における国際経済への介入度を輸出比率（輸出所得への依存度）セ迪って 

ゆくと，輸出額対® 民 所 得 の 比 率 は 過 去 一 世 紀 に わ た っ て 周 期 的 に の 間 で 波 動 し , 1860 

年代，1900年前後, 1950年前後の峰と，1880年代，1920年代末，1960年前後の谷底が認められるが 

力'一プの曲りめは医!民経済の資配分転換期と将合している。以上の検討を通じて結論的に指摘し 

うることは，ニ大戦や大恐慌の外的インバクトはさておき，工業過程に占める政策的選択,'特に保 

護 関税体制確立（1920年代〉と輸入割当制獎施（1950年代) の国民経済的意義と効果であるが， それ 

らにっいてはいまや稿を改めて論じられねぱならない。 それによって i た，国際経済関係変容の歴 . 

史的意義が明らかにされるであろう。 ’

： . (経済学部教授）

注(21》 A.C. Kelley, International Migration and Economic Growth J Australia, 1865—1935', Jnl. of Econ. Hist., Sect..

1965. #:びに拙稿，ドオストラリアの:?I:会 41 一 貝 : : 'だ# 久美子, 「19世紀中ごろから20世紀初照にいたるオ 
トラリアの移1をJ (*■オーストラリア経济の化成過拓y 所}IJOを翁jなされたいd ■
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